
 

２０２３年度事業報告 

Ⅰ．はじめに 

２０２３年度は、新型コロナウィルス感染症が５類感染症に移行し、社会・経済

活動、日常生活が徐々に平常に戻りつつある中、おおむね計画どおり、各種業務を

執行することができ、VICS サービスについて安定的な提供を行うことができた。 
VICS 対応車載機の出荷台数は、その戻りつつある経済のなか、約３５８万台

（対前年度比１０１%）となった。 
「経常収益」は当初予算より約 1.1 億円増の約 45.4 億円を確保、一方「経常費

用」は、コスト縮減や執行の見直し等により当初予算より約 3.3 億円減の約 43.7 億

円に抑えることができ、「当期一般正味財産」は、当初予算より約 4.4 億円の改善が

でき、結果、約 1.7 億円の増と、３年ぶりに増加となった。 
ただ今後は、急激な円安、エネルギー資源の価格高騰等による経済活動、日常生

活への影響やモビリティおよび VICS を取り巻く事業環境の変化についても注視し

ていく必要がある。 
 

Ⅱ．VICS 中期ビジョン 2023 のフォローアップ 

 当面の経営・事業の指針として策定した「VICS 中期ビジョン 2023」の「より正確

に、より安定的に、より多様に多彩に」を方針に、センター内でビジョンＷＧを立上

げ、取組みの具体化を進めた。 
 

Ⅲ．「業務見直し」の推進 

 より強い経営基盤を目指して、VICS 業務全般の業務見直しを昨年度より実施し

ている。今年度は民間プローブへの置き換えによるタクシープローブの廃止や VICS
放送局の再免許一斉更新での作業フロー見直しや電子申請の実施など、大小１９項

目を抽出し、見直しを実施した。 
 

Ⅳ．事業執行状況 

（１）現行サービスの継続・拡充と新たなサービスの検討 
①プローブ情報総合化実証実験の継続と拡充 

２０２２年７月に全国展開したプローブ情報総合化実証実験においては、渋滞判

定パラメータの適正化により、路線での渋滞未検知を大幅に削減するとともに、警

察庁や道路管理者と共同で、プローブ情報の有効性の検証を行った。 

実証実験の本格運用移行に向けた各種要件を整理し、基本方針を策定した。 

また、警察庁が実施する「今後の交通管制の在り方に関する調査研究」におけ

る、民間プローブ情報を活用した信号制御に関する実証実験に対して、データ提供

を行った。 

 



 

②新たなサービスの拡大 

２０２１年１２月から新潟県で開始した大雪時通行規制情報等の配信（ポップア

ップ表示）について、北陸・近畿地域に続き、九州地域、関東甲信地域に拡大し

た。 
新型コロナ感染症の５類感染症への移行に伴い、全国的に各種イベントが再開さ

れたことも相まって、新たな臨時駐車場情報に対する情報提供や大規模イベント開

催時における「イベント及び規制のう回エリア情報表示サービス」が全国各地に拡

大した。 
 
③FM 情報量増加への対応 

 プローブ総合化実証実験や災害時の事象規制情報提供などで提供情報量の増加に

対し、放送局ごとの送出情報量の検証及び適正化を行った。 
 
（２）センター及び放送所システムの効率化・高度化 
①システム 2.0 の開発・安定稼働 
 システム 2.0 関連の安定稼働確保を目指し、センターシステム OS へのセキュリ

ティパッチ適用と監視カメラ導入等による操作監視システムを構築し、セキュリテ

ィの強化を図るとともに、次期受信モニターの設計及び全国配備に向けた更新準備

やセンター～放送所間のネットワークの整備を実施することで、放送所設備の強靭

化に取り組んだ。 

 

②セキュリティ・災害対応力等の強化 

京橋センターから大阪第二システムセンターへの切替え運用を想定した JARTIC
との合同災害対策訓練や NHK と連携した京橋センターと VICS 墨田放送所（スカ

イツリー）での障害発生を想定した訓練を継続実施するとともに、外部からのウィ

ルス侵入を想定したサイバーセキュリティ訓練を実施し、大規模災害時やサイバー

事案発生時の対応力強化を図った。 
 

③放送事業者の再免許対応 

法令上で５年毎に義務付けられる放送事業者の再免許対応年度にあたり、作業フ

ローの見直しと電子申請・電子納付を行い、大幅な経費および資源の削減を実現し

つつ、予定通り全国５２１か所の VICS 放送局の再免許一斉更新を完了した。 
 
（３）新たなニーズへの適切な対応 

 Web ユーザー調査では、渋滞情報に対する精度向上や提供範囲の拡大を望む声が

変わらず上位であることを確認した。 
２０３０年に向けた VICS に関連する製品やサービスの動向として、車載のカー

ナビ、ディスプレイオーディオの標準装備化やメーカーオプション化の拡大が見込

まれることによりアフターマーケットの縮小が想定されることやコネクテッドカー

サービスのための車載通信機の採用が拡大し、それに伴ってコネクテッドナビも拡

大していく見込みであることを把握した。 
 



 

（４）継続施策の改善・進化 

①広報・普及促進活動の一層の推進 

VICS の活動をより多くの方に正しく知ってもらうべく、ジャパンモビリティシ

ョーや ITS 世界会議（蘇州）に出展した。ジャパンモビリティショーにおいては、

東京、大阪、名古屋の３か所に出展し、多くの方に来場いただき、認知度向上や期

待感を醸成することができた。 
ステークホルダー向けの情報発信（情報公開）として、機関誌 VICS NEWS の

発行を継続するとともに、ユーザーの声の収集を通じて、サービスの改善や経営の

強化につなげた。 
 

②業務管理等 
OA システムセキュリティ適正化に向けソフトウェアのバージョンチェックとア

ップデートを実施した。また、テレワーク環境の向上のために、在宅勤務時の勤怠

管理ワークフローを導入し、業務の効率化、ワークライフバランスに配慮した働き

方改革を進めた。 
インボイス制度（消費税法）や電子帳簿保存法に対して、着実に実務対応した。 

 昨今、コンプライアンス遵守の重要性は益々増加しており、VICS センターが事業

活動を行うに当たって、行動の基本となるコンプライアンス規程を制定するととも

に、内部通報（ヘルプライン）窓口及び万一センター内で不正・違反行為が発生し

た場合にも、早期に発見するとともに事実調査から是正・改善措置を行える体制を

整備した。 
 
  



 

Ⅴ．事業計画執行のための会議の開催 

（１）理事会 
①２０２３年 ５月２６日 ２０２３年度第１回理事会  
第１号議案 令和４年度事業報告（案）並びに令和４年度計算書類等（案）承認の件 
第２号議案 評議員候補者６名推薦の件 
第３号議案 評議員候補者１名推薦の件 

第４号議案 ２０２３年度定時評議員会招集の件 

第５号議案 役員等賠償責任保険の契約内容につき承認の件 
以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 

報告事項  代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 
 
②２０２３年１１月１７日 ２０２３年度第２回理事会  
第１号議案 ２０２３年度臨時評議員会招集の件 
第２号議案 事務局長任命の件 
第３号議案 評議員選定委員１名選任の件 
第４号議案 ２０２３年度補正収支予算書（案）承認の件 
以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 

報告事項  代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について 
 
③２０２４年 ３月１４日 ２０２３年度第３回理事会 
第１号議案 ２０２４年度事業計画書（案）並びに収支予算書（案）承認の件 

第２号議案 コンプライアンス規程制定につき承認の件 

第３号議案 内部通報(ヘルプライン)規程制定につき承認の件 
以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 

報告事項  令和６年能登半島地震に伴う放送設備の被害および復旧状況 
災害に対応した情報提供について 
 

（２）評議員会 
① ２０２３年 ６月１５日 ２０２３年度定時評議員会 
第１号議案 令和４年度計算書類等（案）の承認の件 
第２号議案 理事２名選任の件 
以上が審議され、いずれも原案のとおり承認された。 
 
②２０２３年１２月１日 ２０２３年度臨時評議員会 
理事２名の選任について評議員全員が同意したため決議の省略により承認された。 
 
（３）事業報告会 
 Web で開催。 
 
 
 



 

（４）事業懇談会 
① ２０２３年 ５月１９日  ２０２３年度第１回  

② ２０２３年１１月 ９日  ２０２３年度第２回 

③ ２０２４年 ３月 ７日  ２０２３年度第３回  

 
（５）車載機連絡会 
① ２０２３年 ５月１８日 令和５年度第１回（通算第８４回）  

② ２０２３年 ８月２４日 令和５年度第２回（通算第８５回）  

③ ２０２３年１１月 ９日 令和５年度第３回（通算第８６回） 書面報告 

④ ２０２４年 ２月２２日 令和５年度第４回（通算第８７回） 

 
 


